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１．飛行安全システム全般 

イプシロンロケット試験機 
（オプション形態） 

＜３段＞ 
 ・ＵＨＦテレメータ送信機 
   （アンテナ含む） 

【特徴】 
①３段スピン安定飛行のため３段には指令 
  破壊機能非搭載 
②１段飛行中は２段・３段が電波透過性のな 
  いフェアリング内にあるため１段にもアン 
  テナ搭載 

ﾜｲﾔｽｶｲｽｸﾘｰﾝ 

新規整備 

＜２段＞ 
 ・レーダ・トランスポンダ（ＲＴ） 
   （アンテナ含む） 
 ・指令破壊受信機（ＣＤＲ） 
   （アンテナ含む） 

＜１段＞ 
 ・ＵＨＦアンテナ 
 ・ＲＴアンテナ 
 ・ＣＤＲアンテナ 
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２．指令破壊用火工品 

【指令破壊系火工品と搭載数】 
  ＜1段＞Ｖ型成形爆破線（LSC）：8本 

  ＜2段＞Ｖ型成形爆破線（ＬＳＣ）：2本 

  ＜3段＞円錐型成形爆薬（ＣＳＣ）：2個（搭載は2段側） 
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３．飛行安全を確保するための処置 

現象 処置 補足 

飛行中断基準に抵触す
る異常飛行（２段まで） 

指令破壊措置により
破壊 

３段はスピン安定飛行であるため
３段には指令破壊機能非搭載 
【１段と２段は基幹ロケットと同機
能】 

各段の早期分離 機体の早期分離検知
機能により自律破壊 

－ 
【基幹ロケットと同機能】 

フェアリング分離信号送
出後のフェアリング分離
非検知（１／２段分離
前） 

機体のフェアリング分
離検知機能により自
律破壊 

フェアリング非分離状態で１／２段
分離すると指令破壊不可になるた
め、フェアリング分離確認後に１／
２段を分離する 
【イプシロン特有】 

２／３段分離時の飛行
続行基準不達成 

指令破壊措置により
破壊 

３段には指令破壊機能非搭載で
あるため、３段フェーズ以降の安
全確認後に２／３段を分離する 
【Ｍ－３ＳⅡや海外ロケットで実績
のある方法】 
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（参考）射場作業フロー 

4 

 打上げ(Y-0)

1段射座据付

2段組立

衛星射場整備

1段組立

3段組立/
2段機器
搭載構造

3段機器
搭載構造

2段/3段
結合

各段電気系点検

フェアリング

衛星分離部

2段・3段組立

1段組立

頭胴部組立

1段/頭胴部結合 全段電気系点検

衛星/PAF結合

衛星・PAF/2段・3段 
結合

フェアリング結合

1段機器
搭載構造

1段機器搭載構造

1段搭載機器構造

（PAF） 


